
「
森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　
　
　
　
　
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
列
状
間

伐
、
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
、
早
生
樹
（
セ
ン

ダ
ン
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）、
天
然
更
新
や
、

里
山
広
葉
樹
資
源
の
有
効
活
用
に
関
す
る

試
験
地
で
の
実
証
試
験
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー

ン
、
地
上
レ
ー
ザ
計
測
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
に
よ
る
森
林
資
源
の
効
率
的
な
森
林

管
理
な
ど
様
々
な
技
術
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
地
域

の
森
林
・
林
業
関
係
者
の
方
々
と
効
果
的

に
共
有
、
情
報
発
信
す
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
関
係
者
の
方
々
の
視

察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
視
察

の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
や
コ
ー
ス
等
を
企
画

し
た
「
森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。）」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

センター概要

所在地

近畿中国森林管理局区域面積

関係自治体

　森林技術・支援センターでは、岡山県北西部に位置する新見市内の
国有林を中心に試験地を設定し、効率的な森林整備や低コスト造林に
向けた調査研究・技術開発を進めています。研究成果については、広く
民有林への普及に努めており、林業大学校等への講師派遣や実習受
け入れのほか、民有林の人材育成等への支援を行なっています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
、

早
生
樹
、
列
状
間
伐
、
ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど

11
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に

視
察
ポ
イ
ン
ト
や
所
要
時
間
な
ど
を
記
載
し

て
お
り
、
関
心
と
時
間
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
合
わ
せ
、
効
率
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
で
複
数
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ

せ
、
視
察
時
間
が
半
日
ま
た
は
全
日
の
「
森

林
施
業
コ
ー
ス
」、「
低
コ
ス
ト
育
林
コ
ー

ス
」、「
バ
ラ
エ
テ
ィ
コ
ー
ス
」
な
ど
４
つ
の

お
勧
め
コ
ー
ス
を
準
備
し
、
森
林
・
林
業
の

初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
民
有
林
の
森
林
・
林
業

関
係
者
な
ど
に
現
地
視
察
を
計
10
回
開
催

し
、
延
べ
１
３
０
名
以
上
の
方
々
に
ご
参
加

［ ［

岡山県新見市高尾７８６-１

　　　　　　　　　７，３４２，４０４ha

うち森林面積   ５，０９２，７８７ha うち国有林面積   ３１０，９８６ha

１４府県
石川県、福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、
和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

石川県

福井県

滋賀県京都府

大阪府

奈良県
和歌山県

兵庫県

鳥取県

岡山県

島根県

山口県

広島県

三重県

森林技術・支援センター

●

近畿中国森林管理局

●
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
民
有
林
の
森
林
・

林
業
関
係
者
の
方
々
の
技
術
的
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
現
地
視
察

等
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

項 目 メニュー 視察ポイント 視察時間

コンテナ苗 コンテナ苗の成育状況、植栽時期別の成育状況
下刈り省略林分での成育状況・無下刈り区の成育状況 ４０分

早生樹（センダン） 瀬戸内式気候での早生樹センダンの成育状況
施肥の有無による成長の相違 ３０分

早生樹（コウヨウザン） コウヨウザンの成育状況、スギとの成長比較
ノウサギ被害の状況や被害対策、萌芽による再生状況 ３０分

エリートツリー
（ヒノキ）

エリートツリーの初期成長
コンテナ苗植栽時期による成長の相違 ３０分

間伐 列状間伐 初めての列状間伐から30年経過した林分の状況
無間伐林分等との比較 ６０分

針広混交林化
（列状間伐の実施）

列状間伐実施後の高木性広葉樹の状況、３伐６残の幅広
の列状間伐の状況 ６０分

針広混交林化
（天然広葉樹の活用）

天然広葉樹の活用によるヒノキ植栽本数の低減
地拵え、下刈り等の省力 ３０分

育成複層林施業 下木の成育状況
上木伐採に伴う下木の損傷状況 ３０分

里山広葉樹林の
活用・再生

里山林の整備・活用手法
天然更新（天然下種更新、萌芽更新）の状況 ６０分

スマート林業 地上レーザスキャナによる高精度な森林情報の収集
ドローンで撮影した写真を用いた林分解析 ６０分

ノウサギN型誘引捕獲罠 ノウサギN型誘引捕獲罠の仕組み、設置方法 １５分

植栽

針広混交林化
複層林施業

その他 い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
職

員
の
取
組
に
対
す
る
評
価
等
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
興
味
が
あ
る
取
組
に

つ
い
て
は
、
早
生
樹
（
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）、

列
状
間
伐
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
心
を
示
さ

れ
る
方
々
が
多
く
、
国
有
林
に
求
め
ら
れ
て

い
る
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
研
修
の
理
解
度
に
つ
い
て
は
、「
理
解

で
き
た
」、「
概
ね
理
解
で
き
た
」
と
回
答
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
が
約
８
割
と
な
り
、

我
々
職
員
の
説
明
の
理
解
度
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
９
割
以
上

の
方
々
か
ら
次
回
も
こ
の
よ
う
な
現
地
視
察

に
「
参
加
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
伺

え
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
ご
意
見
を
参

考
に
、
新
た
な
視
察
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
や
出
張

講
座
の
実
施
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。高校生の視察（スマート林業）

市町村職員等の視察（ノウサギN型誘引捕獲罠）

森林・林業技術視察プログラムのうち興味がある取組（複数回答可）

コン
テナ
苗

早生
樹（
セン
ダン
）

早生
樹（
コウ
ヨウ
ザン
）

列状
間伐

針広
混交
林化

育成
複層
林施
業

里山
広葉
樹林
の活
用・
再生

スマ
ート
林業

エリ
ート
ツリ
ー（ヒ

ノキ
）

人

現地視察参加者アンケート結果（抜粋）

森林・林業技術視察プログラムの概要

30

20

10

0

　

森
林
・
林
業
技
術
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
情
報
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/kinki/g_center/shisatsu_pro
gram

.htm
l
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